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十
月
か
ら
三
月
の
祭
事
暦

 

十 

月
〇
神
嘗
祭
遥
拝�

十
　
月
　
十
七
日
（
木
）

〇
献
茶
式�

十
　
月
二
十
一
日
（
月
）

○
即
位
礼
当
日
祭�

十
　
月
二
十
二
日
（
火
）

 

十
一 

月

〇
明
治
祭�

十
一
月
　
三
　
日
（
日
）

〇
金
咲
稲
荷
神
社
例
祭�

十
一
月
　
八
　
日
（
金
）

○
臨
時
大
祓�

十
一
月
　
十
三
日
（
水
）

〇
大
嘗
祭
当
日
祭�

十
一
月
　
十
四
日
（
木
）

○
大
宮
祭�

十
一
月
　
十
五
日
（
金
）

〇
豊
年
講
秋
季
大
祭�

十
一
月
二
十
三
日
（
土
）

 

十
二 

月

〇
御
煤
払
式�

十
二
月
　
二
十
日
（
金
）

〇
大
祓
式�

十
二
月
三
十
一
日
（
火
）

〇
除
夜
祭�

十
二
月
三
十
一
日
（
火
）

 

一 

月
〇
歳
旦
祭�

一
　
月
　
一
　
日
（
水
）

〇
元
始
祭�

一
　
月
　
三
　
日
（
金
）

〇
古
札
焼
納
式�

一
　
月
　
十
五
日
（
水
）

 

二 

月
〇
節
分
祭�

二
　
月
　
三
　
日
（
月
）

〇
紀
元
祭�

二
　
月
　
十
一
日
（
火
）

○
天
長
祭�

二
　
月
二
十
三
日
（
日
）

 

三 

月
〇
祈
年
祭�

三
　
月
　
十
七
日
（
火
）

〇
春
季
皇
霊
祭
遥
拝�

三
　
月
二
十
一
日
（
土
）

 

諸 

祭
○
御
日
供
祭

　
　
毎
日
午
前
七
時
よ
り

〇
御
朔
日
参
り

　
　
元
日
を
除
く
毎
月
朔
日
の
午
前
七
時
よ
り

〇
月
次
祭

　
　
元
日
を
除
く
毎
月
一
日
・
十
五
日
・
二
十
八
日

天
皇
陛
下
御
即
位

令

和

元

年

奉
祝



古例祭
宮
司
就
任
ご
挨
拶

宮
司
　

岡
　
秀
和

　
本
年
は
、
御
代
替
わ
り
の
御
目
出
度
い
節
目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
一
二
六
代
の
天
皇
陛
下
は
、
即
位
後
朝
見
の
儀
で
、「
上
皇
陛
下
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
に
深
く
思
い
を
致
し
、
ま
た
、
歴
代
の
天

皇
の
な
さ
り
よ
う
を
心
に
留
め
、
自
己
の
研
鑽
に
励
む
と
共
に
、
常
に
国
民
を
思
い
、
国
民
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
憲
法
に
則
り
、

日
本
国
及
び
日
本
国
民
統
合
の
象
徴
と
し
て
の
責
務
を
果
た
す
こ
と
を
誓
い
、
国
民
の
幸
せ
と
国
の
一
層
の
発
展
、
そ
し
て
世
界
の

平
和
を
切
に
希
望
し
ま
す
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
国
民
挙
っ
て
、
皇
室
の
弥
栄
と
国
家
の
繁
栄
を
お
祈
り
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
我
国
は
太
古
以
来
、
神
事
を
も
と
に
国
家
、
国
民
の
安
寧
を
祈
ら
れ
伝
統
を
継
承
さ
れ
る
皇
室
を
中
心
に
発
展
し
て
参
り
ま
し
た
。

皇
室
と
共
に
祖
先
た
ち
が
今
日
ま
で
身
を
も
っ
て
残
さ
れ
た
歴
史
と
精
神
が
息
づ
く
麗
し
い
国
柄
を
後
世
に
伝
え
て
行
く
事
が
現
世

に
生
き
る
我
々
の
使
命
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
度
、
役
員
皆
様
の
ご
推
挙
に
よ
り
去
る
七
月
十
五
日
付
で
神
社
本
庁
よ
り
当
社
の
宮
司
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。

　
文
字
通
り
浅
学
非
才
に
て
、
決
し
て
そ
の
器
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
尊
い
神
社
の
宮
司
の
任
を
お
預
か
り
す
る
責
務
の
重
さ
に
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
を
致
し
て
お
り
ま
す
。

　
此
の
上
は
先
人
達
が
、
お
示
し
い
た
だ
い
た
御
教
え
を
継
承
し
、
ご
神
慮
に
叶
い
奉
る
よ
う
祭
祀
を
只
中
に
据
え
、
至
誠
を
尽
く

し
て
神
社
の
奉
護
と
御
神
徳
の
発
揚
に
、
精
励
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
ご
高
承
の
通
り
、
当
社
は
、
過
疎
の
進
む
地
方
神
社
で
あ
り
ま
す
が
、
歴
代
宮
司
を
始
め
職
員
が
不
断
の
努
力
や
教
化
に
よ
り
県

内
外
に
多
賀
信
仰
を
護
り
拡
め
て
き
た
信
仰
の
篤
い
お
社
で
す
。

　
か
つ
て
多
賀
信
仰
を
育
ん
だ
「
坊
人
」
の
祈
り
に
思
い
を
致
し
、
信
仰
と
は
、
か
く
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
を
懇
切
丁
寧

に
ご
指
導
い
た
だ
い
た
歴
代
宮
司
の
教
え
を
護
り
、
次
の
世
代
に
引
き
継
が
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
向
後
を
あ
ず
か
る
神
職
と
し
て
、
先
人
た
ち
の
功
績
は
仰
ぎ
見
る
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
が
、
時
の
趨
勢
は
速
く
、
多
様
化
す
る
社

会
に
於
い
て
、
人
の
心
の
渇
き
が
読
め
ぬ
世
情
の
中
で
今
必
要
と
さ
れ
る
神
社
像
と
は
何
か
を
思
量
し
、
些
か
で
も
社
頭
の
繁
栄
に

資
し
た
い
と
念
願
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
氏
子
の
皆
様
を
始
め
崇
敬
者
各
位
に
於
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
共
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
宮
司
就
任
の

ご
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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曽そ

我が　

誠せ
い

一い
ち

昭和19年５月11日生
多賀大社氏子総代（土田区）
略　歴	 	日本国有鉄道大阪鉄道管理局
	 滋賀県警察官
	 滋賀県大津土木事務所
	 滋賀県立精神保健福祉センター

頭
　
人

古例祭
九月

　
七
月
一
日
、
九
月
頭
人
を
選
定
す
る
差さ

し

定さ
だ
め

式し
き

に

て
頭
人
（
祭
り
の
主
役
）
に
多
賀
町
土
田
の
曽
我

誠
一
氏
が
差
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
九
月
九
日
古
例
祭
当
日
は
晴
天
の
中
ご
奉
仕
を

い
た
だ
き
、
多
賀
の
秋
祭
り
が
盛
大
に
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
又
、
豊
凶
を
占
う
古こ

知ち

古こ

知ち

角す
も
う力

で
は
東
方
の

多
賀
の
里
が
勝
ち
、
今
年
の
豊
作
が
御
神
威
に
よ

り
決
ま
り
ま
し
た
。

差符を受ける曽我誠一氏差符を受ける曽我誠一氏

豊凶を占う古知古知角力豊凶を占う古知古知角力

　
九
月
二
十
八
日
、
講
社
大
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
の
献
幣
使
は
東
近
江
市
乙
女
浜
多
賀
講
の
𦚰
　
弘
和
様
に
ご
奉
仕
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
社
大
祭
献
幣
使
を
奉
仕
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
近
江
市　

乙
女
浜
多
賀
講

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

𦚰わ
き　

弘ひ
ろ

和か
ず

　
本
年
は
元
号
が
平
成
か
ら
令
和
へ
と
改
元
さ
れ
、
新
天
皇
が
ご
即
位
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

記
念
す
べ
き
年
に
全
国
多
賀
講
員
様
を
代
表
し
て
、
不
肖
私
が
献
幣
使
の
大
役
を
仰
せ
つ
か
り

ま
し
た
事
、
こ
の
上
な
き
喜
び
と
乙
女
浜
多
賀
講
の
名
誉
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
が
初
め
て
お
多
賀
さ
ん
を
知
っ
た
の
は
、
今
か
ら
六
十
五
年
程
前
小
学
校
五
・
六
年
生
の

頃
に
叔
父
と
一
緒
に
参
拝
に
行
っ
た
の
が
始
ま
り
で
あ
り
ま
す
。

　
私
が
居
ま
す
乙
女
浜
に
は
古
く
よ
り
続
く
多
賀
講
が
あ
り
、
今
日
に
至
る
ま
で
講
員
の
皆
様

と
共
に
お
多
賀
さ
ん
を
崇
敬
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ご
縁
を
い
た
だ
い
て
先
代
の
方
よ
り
多
賀
講

の
お
世
話
係
を
引
き
継
ぎ
こ
の
度
の
献
幣
使
奉
仕
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
大
神
様
の
御
加
護
を
い
た
だ
き
益
々
の
多
賀
講
発
展
を
願
い
、
講
員
皆
様
の
ご
多
幸

と
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

講
社
大
祭
（
献
幣
使
）

供
奉
者
ご
紹
介

森
野
⻆
夫
氏
　
木
下
義
隆
氏

井
口
博
史
氏
　
井
口
正
司
氏

井
口
誠
八
郎
氏
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十
一
月
二
十
三
日
、
豊
年
講
講
員
皆
様
よ
り
献
上
い
た
だ
い
た
初
穂
米
を
お
供
え
し
豊
年
講

秋
季
大
祭
を
斎
行
い
た
し
ま
す
。

　
本
年
の
豊
年
使
は
東
近
江
市
東
五
個
荘
地
区
豊
年
講
大
世
話
の
深
尾
忠
一
郎
様
で
す
。

豊
年
講
秋
季
大
祭
豊
年
使
を
奉
仕
す
る
に
あ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
年
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
深ふ

か

尾お　

忠ち
ゅ
う

一い
ち

郎ろ
う　

　
今
年
も
豊
年
講
員
皆
様
か
ら
の
お
初
穂
米
が
献

上
さ
れ
豊
年
講
秋
季
大
祭
が
大
神
様
の
ご
加
護
の

も
と
盛
大
に
斎
行
さ
れ
ま
す
事
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　
振
り
返
れ
ば
平
成
二
十
三
年
に
前
任
者
よ
り
豊

年
講
大
世
話
を
仰
せ
つ
か
り
　
以
降
、
地
域
の
講

員
皆
様
と
共
に
豊
年
講
行
事
に
ご
奉
仕
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
お
陰
様
で
健
康
に
日
々
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
平
成
二
十
年
よ
り
始
め
ま
し
た
神
仏
霊
場
会

巡
拝
は
十
年
を
か
け
て
無
事
、
百
五
十
社
寺
満
願

を
迎
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
趣
味
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
は
会
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ

き
地
域
の
皆
様
と
親
し
く
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
神
仏
の
ご
加
護
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
農
業
を
続
け
て
行
き
、
家
族
や
地
域
の
皆
様

と
共
に
健
康
で
明
る
い
生
活
を
送
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

豊
年
講
秋
季
大
祭

令
和
元
年 

初
い
な
ほ

　「
大
嘗
祭
」
が
斎
行
さ
れ
る
令
和
元
年
の
佳
き
年
の
み
の
り
を
祝
し
て
、
こ
の
度
「
令
和
元

年
初
い
な
ほ
」
を
奉
製
い
た
し
ま
し
た
。

初
穂
料　

三
、
〇
〇
〇
円

　
大だ

い

嘗じ
ょ
う

祭さ
い

と
は
天
皇
陛
下
が
御
即
位
後
初
め
て
行
わ
れ
る
新
嘗
祭
で
あ
り
、
天
皇
御
一
代
に
一

度
行
わ
れ
る
祭
祀
で
、
数
あ
る
祭
祀
の
中
で
最
高
の
重
儀
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
十
一

月
十
四
日
、
特
別
に
造
営
さ
れ
た
「
悠ゆ

紀き

殿で
ん

」「
主す

基き

殿で
ん

」
を
中
心
と
し
た
「
大だ

い

嘗じ
ょ
う

宮き
ゅ
う」

に
お

い
て
斎
行
さ
れ
ま
す
。

　
当
社
に
お
き
ま
し
て
も
、
御
本
殿
に
て
「
大
嘗
祭
当
日
祭
」
を
ご
斎
行
申
し
上
げ
、
奉
祝
の

祭
儀
を
執
り
行
な
い
ま
す
。

　
各
ご
家
庭
に
お
飾
り
い
た
だ
き
、
我
国
に
伝
わ
る
悠
久
の
歴
史
の
一
端
を
ご
一
緒
に
お
祝
い

し
、
神
々
に
感
謝
を
捧
げ
る
事
で
御
加
護
を
お
授
か
り
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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今
後
も
か
わ
ら
ぬ
お
力
添
え

と
、
健
や
か
に
お
暮
ら
し
の
程

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、
被
表
彰
者
選
出
は
現
在
登

録
さ
れ
て
い
る
就
任
年
月
日
よ

り
抽
出
し
ま
し
た
。

就
任
三
十
年
世
話
係

大

垣

市

谷
川
　
　
勤

大

垣

市

桐
山
　
勝
司

美

濃

市

古
田
　
哲
司

飛

騨

市

柚
原
　
俊
典

東
近
江
市

村
田
　
満
央

彦

根

市

北
沢
　
浩
治

彦

根

市

藤
野
　
幹
夫

東
近
江
市

岡
本
区
長

蒲

生

郡

石
山
　
史
郎

東
近
江
市

小
林
　
源
嗣

東
近
江
市

河
村
　
政
義

近
江
八
幡
市

小
原
　
林
嗣

度

会

郡

山
﨑
　
博
昭

枚

方

市

梶
川
　
嘉
雄

富
田
林
市

阪
上
　
成
美

川

西

市

大
森
美
智
子

倉

敷

市

平
野
　
昌
功

国

東

市

岩
武
　
政
晴

就
任
二
十
年
世
話
係

一

宮

市

小
川
　
智
央

新

城

市

鈴
木
　
道
人

知

多

市

石
田
　
俊
光

瀬

戸

市

西
川
　
万
惠

あ

ま

市

橘
　
　
幸
典

岐

阜

市

堀
　
　
光
鐘

岐

阜

市

辻
　
　
　
誠

美

濃

市

土
本
　
鉄
志

永年世話係表彰

新任講長他役員・世話係ご紹介

美

濃

市

西
部
　
恵
司

美

濃

市

齋
藤
　
興
弘

郡

上

市

瀬
川
　
浩
志

郡

上

市

末
武
　
　
圓

不

破

郡

岡
田
　
良
一

関

市

古
田
　
静
枝

関

市

谷
口
　
　
充

関

市

坂
井
　
　
勇

草

津

市

鉤
　
　
吉
信

彦

根

市

成
宮
　
耕
二

甲

賀

市

森
地
　
　
博

愛

知

郡

川
口
　
善
弘

米

原

市

丸
岡
　
博
則

米

原

市

西
村
　
昭
夫

長

浜

市

橋
本
　
邦
廣

長

浜

市

川
﨑
喜
代
一

長

浜

市

林
　
　
孝
八

近
江
八
幡
市

喜
多
川
秀
男

近
江
八
幡
市

桐
江
　
利
雄

名

張

市

中
野
　
敬
三

名

張

市

滝
本
　
文
大

津

市

茨
木
　
　
修

伊

賀

市

服
部
　
　
譲

伊

賀

市

山
崎
　
泰
寛

木
津
川
市

若
狭
　
満
夫

枚

方

市

山
中
　
久
英

八

尾

市

阪
本
　
方
章

篠

山

市

森
口
　
　
寿

（
敬
称
略
）

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

彦

根

市

木
村
　
正
彦

彦

根

市

奥
　
　
弘
司

彦

根

市

辻
　
　
久
治

彦

根

市

近
藤
　
嘉
男

彦

根

市

西
川
　
　
宏

瀬
戸
内
市

浦
上
　
公
子

長

浜

市

山
田
　
賢
一

丹
波
篠
山
市

大
西
　
岩
雄

甲

賀

市

久
保
喜
久
次

美

濃

市

大
沢
　
富
枝

木
津
川
市

大
西
　
広
行

大

垣

市

三
輪
喜
久
雄

東
大
阪
市

山
田
　
豊
弘

郡

上

市

古
川
　
　
敏

郡

上

市

井
上
　
一
郎

郡

上

市

渡
辺
　
裕
之

米

原

市

森
　
　
美
穂

関

市

山
田
　
秀
隆

甲

賀

市

大
野
喜
久
夫

交

野

市

奥
村
　
静
男

三

田

市

西
田
　
直
樹

近
江
八
幡
市

大
橋
　
耕
一

美
濃
加
茂
市

酒
向
　
　
滋

度

会

郡

森
井
　
富
子

甲

賀

市

植
西
礼
之
輔

小

牧

市

井
戸
田
祐
司

海

津

市

石
原
　
憲
子

米

原

市

長
谷
部
逸
郎

伊

賀

市

福
西
　
清
重

可

児

郡

田
中
　
君
子

丹
波
篠
山
市

西
村
　
政
行

甲

賀

市

高
井
　
富
明

一

宮

市

尾
関
　
政
弘

伊

丹

市

渡
辺
　
義
治

東
近
江
市

谷
　
　
八
郎

彦

根

市

馬
場
　
廣
一

伊

賀

市

磯
矢
　
節
之

近
江
八
幡
市

西
村
泰
一
郎

丹
波
篠
山
市

中
澤
　
邦
夫

長

浜

市

荒
田
　
敏
和

加

茂

郡

阿
部
　
治
子

京

都

市

藤
中
　
芳
博

伊

賀

市

東
出
　
統
子

関

市

藤
芳
　
政
子

吹

田

市

篤
本
　
俊
治

津

市

平
田
　
政
敬

名

張

市

横
山
　
裕
子

度

会

郡

西
井
　
良
行

一

宮

市

後
藤
　
　
力

関

市

加
藤
　
昭
廣

春
日
井
市

前
川
　
直
貴

名
古
屋
市

加
藤
　
成
美

長

浜

市

池
野
　
次
男

名
古
屋
市

佐
藤
　
和
明

一

宮

市

堀
部
　
洋
一

川

西

市

荒
木
　
正
晴

蒲

生

郡

古
株
　
利
平

近
江
八
幡
市

中
西
　
徳
夫

蒲

生

郡

村
井
　
利
夫

長

浜

市

西
尾
　
　
浩

蒲

生

郡

辻
澤
　
清
一

木
津
川
市

新
谷
　
知
也

大

津

市

古
家
　
　
浩

相

楽

郡

村
城
　
信
隆

木
津
川
市

宮
本
　
　
実

相

楽

郡

奥
田
　
一
心

相

楽

郡

森
山
　
髙
吉

木
津
川
市

若
狭
　
満
夫

相

楽

郡

古
川
　
　
晃

木
津
川
市

金
辻
　
　
修

堺

市

辻
本
　
博
文

美

濃

市

伊
藤
　
郁
徳

蒲

生

郡

高
橋
　
正
一

大

垣

市

山
下
　
幹
夫

近
江
八
幡
市

松
本
　
利
彦

名
古
屋
市

丹
羽
　
　
幸

名
古
屋
市

石
田
　
純
子

野

洲

市

竹
内
　
正
幸

蒲

生

郡

植
田
　
慶
一

弥

富

市

古
田
　
孝
之

名
古
屋
市

加
藤
　
　
肇

稲

沢

市

平
野
　
俊
哲

（
再
任
を
含
む
・
敬
称
略
）

郡

上

市

伊
藤
　
正
枝

不

破

郡

三
輪
　
孝
夫

稲

沢

市

平
野
　
正
治

大

津

市

原
田
　
寿
人

守

山

市

山
岡
　
　
典

守

山

市

村
川
　
文
光

東
近
江
市

柿
田
　
正
男

彦

根

市

牧
野
　
達
夫

甲

賀

市

森
本
　
定
夫

甲

賀

市

杉
本
　
芳
久

近
江
八
幡
市

岡
谷
　
龍
一

名

張

市

杉
本
　
忠
司

名

張

市

福
岡
　
三
男

伊

賀

市

山
﨑
　
秀
三

伊

賀

市

中
川
　
鮮
成

伊

賀

市

大
野
　
清
治

京
田
辺
市

吉
田
　
利
道

南

丹

市

神
田
　
和
行

枚

方

市

梶
川
慶
太
郎

篠

山

市

細
見
　
敏
雄

神

戸

市

大
家
喜
八
郎

竹

田

市

伊
東
　
彰
一

就
任
十
年
世
話
係

飯

田

市

竹
村
　
泰
彦

小

平

市

寺
澤
　
秀
忠

下

田

市

小
沢
　
弥
平

駒
ヶ
根
市

上
田
　
　
正

三

方

郡

鳥
井
　
　
勲

坂

井

市

杉
森
ミ
ユ
キ

一

宮

市

森
　
　
和
久

一

宮

市

谷
川
　
克
子

一

宮

市

不
破
　
鉦
平

大

府

市

近
藤
　
徳
文

知

多

郡

家
田
喜
久
生

岐

阜

市

北
村
　
芳
郎

海

津

市

横
井
　
五
月

多 賀 講
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り



琵琶湖博物館　主任学芸員

渡部　圭一（わたなべ　けいいち）
昭和五十五年愛媛県生まれ。
筑波大学大学院人文社会科学研究科、
早稲田大学人間科学学術院助手等を
経て現職。

写真１　彦根市立図書館所蔵『宇曽能安利多計』

富
裕
層
の
家
々
が
、
冬
に

な
る
と
、
出
家
し
た
り
遠

国
へ
の
脱
出
を
試
み
た
り
、

は
た
ま
た
葬
儀
が
出
た
ふ

り
を
し
た
り
贈
賄
を
試
み

た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
画

策
を
す
る
。
そ
れ
が
「
多

賀
の
頭
に
さ
ゝ
れ
」
る
こ

と
を
防
ぐ
た
め
だ
っ
た
と

い
う
の
で
あ
る
。

　
宇う

曽そ

能の

安あ

利り

多た

計け

と
い

う
タ
イ
ト
ル
を
、
あ
り
っ
た
け
の
嘘
を
書
き
な
ら
べ
た
と
い

う
意
味
に
解
釈
す
れ
ば
、
そ
の
記
述
は
お
も
し
ろ
お
か
し
く

誇
張
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
、
内
容
を
そ
の
ま
ま
信
じ
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
当
時
の
人
び
と
が
毎
年
の
「
多
賀
の

頭
」
の
ゆ
く
え
に
高
い
関
心
を
よ
せ
、
今
年
は
ど
こ
の
だ
れ

が
「
さ
さ
れ
た
」
の
か
と
、
駄
洒
落
と
と
も
に
語
り
あ
う
、

そ
う
い
っ
た
賑
や
か
な
声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。

　
蜂
に
さ
さ
れ
た
ほ
う
が
ま
し
、
な
ど
と
い
う
言
い
回
し
は

不
謹
慎
で
あ
る
と
し
て
も
、
多
賀
の
祭
り
と
こ
れ
を
支
え
た

地
域
社
会
の
歴
史
を
振
り
返
る
際
に
、「
さ
す
」
は
大
切
な

キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
。
じ
つ
は
多
賀
の
祭
り
の
伝
統
の
ユ

ニ
ー
ク
さ
は
、「
さ
す
」
と
い
う
一
言
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
さ
す
・
さ
さ
れ
る

と
い
う
関
係
を
手
掛
か
り
に
し
て
、
多
賀
大
社
の
祭
り
の
魅

力
と
、
ほ
か
に
類
を
み
な
い
そ
の
特
色
を
読
み
解
い
て
み
た

い
。

二
、
頭
役
祭
祀 

─
「
さ
す
」
祭
り

　
日
本
の
祭
り
の
研
究
者
の
あ
い
だ
で
は
、
多
賀
大
社
の
古

例
大
祭
の
よ
う
な
祭
儀
習
俗
の
こ
と
を
頭と
う

役や
く

制
と
か
頭
役
祭

祀
と
呼
び
、
こ
れ
に
は
数
多
く
の
研
究
蓄
積
が
あ
る
。
一
般

に
頭
役
祭
祀
と
は
、
中
世
の
京
の
有
力
寺
社
や
諸
国
の
一
宮

（
あ
つ
い
信
仰
を
あ
つ
め
る
な
ど
、
そ
の
国
で
第
一
位
の
社
格
と

さ
れ
た
神
社
）
で
、
特
定
の
身
分
や
階
層
の
人
々
か
ら
頭
人

を
任
命
し
、
そ
の
年
の
祭
り
の
た
め
の
役
割
（
頭
役
）
を
担

わ
せ
た
仕
組
み
を
さ
す
用
語
で
あ
る
。

　
頭
役
祭
祀
に
お
け
る
頭
人
の
任
命
は
「
差
定
」
と
よ
ば
れ

る
。
史
料
上
の
用
語
と
し
て
は
〈
さ
じ
ょ
う
〉
と
よ
む
こ
と

が
多
い
が
、
多
賀
大
社
の
祭
り
で
は
〈
さ
て
い
〉
と
い
う
。

多
賀
で
は
四
月
・
六
月
・
九
月
の
年
間
三
度
の
祭
り
に
頭
人

が
登
場
す
る
が
、
そ
の
差
定
式
は
、
そ
れ
ぞ
れ
正
月
三
日
・

四
月
一
日
・
六
月
一
日
に
斎
行
さ
れ
る
。「
頭
に
さ
ゝ
れ
」

る
と
い
え
ば
、
ま
さ
に
こ
の
頭
人
の
差
定
を
受
け
る
こ
と
を

意
味
す
る
わ
け
で
あ
る
。

　
三
度
の
祭
り
の
な
か
で
も
、
四
月
の
古
例
大
祭
の
「
馬
頭

第１回

一
、
は
じ
め
に

　
全
十
四
巻
か
ら
な
る
『
多
賀
大
社
叢
書
』
は
、
多
賀
の
祭

り
の
歴
史
を
学
ぶ
た
め
の
ヒ
ン
ト
に
満
ち
て
い
る
。
そ
の
一

冊
に
、『
宇
曽
能
安
利
多
計
』
と
い
う
少
々
奇
妙
な
タ
イ
ト

ル
を
も
つ
書
物
が
収
録
さ
れ
て
い
る
（
写
真
１
。
原
本
は
彦

根
市
立
図
書
館
所
蔵
、
写
本
一
冊
）。
明
確
な
年
紀
を
欠
く
が
、

時
代
は
近
世
の
も
の
で
、
当
時
、
巷
間
に
広
ま
っ
て
い
た
世

間
話
の
類
を
書
き
と
め
た
記
録
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
本
の

冒
頭
に
、
つ
ぎ
の
文
章
が
載
っ
て
い
る
。

世せ

俗ぞ
く

の
諺

こ
と
わ
ざ

に
、
多
賀
の
頭と

う

に
さ
ゝ
れ
た
る
よ
り
ハ
蜂は

ち

に

さ
ゝ
れ
た
が
ま
し
と
い
へ
り
、さ
れ
ば
持も
ち

丸ま
る

の
暦れ

き

々〳
〵（

歴
々
）

ハ
冬ふ

ゆ

年と
し

よ
り
尻し

り

こ
そ
ば（

ゆ
脱
）く
、
或あ

る
ひ

ハ
一
打
を
倅せ

が
れ子
に
譲ゆ

づ

り
坊ぼ

う

主ず

と
成
り
、
或
ハ
遠ゑ

ん

国ご
く

へ
逃に

げ

尻じ
り

か
ま
へ
、
或
ハ
類る

い

忌き

の
札

を
張は
り

、
或
は
袖そ

で

の
下
抔な

ど

し
て
是
を
き
ら
ひ
さ
く
る
事
、
蜂は

ち

を
払は

ら

ふ
よ
り
も
甚

は
な
ハ
だ

し
、
さ
れ
ど
…
（
後
略
）

（『
多
賀
大
社
叢
書
　
典
籍
篇
』
223
ペ
ー
ジ
、
ル
ビ
は
原
文
の

ま
ま
）

　
持
丸
の
歴
々
と
は
、
い
ま
の
言
葉
で
い
え
ば
金
持
ち
連
中

と
い
っ
た
と
こ
ろ
。「
類
忌
の
札
」
と
あ
る
の
は
、
葬
式
が

で
き
た
家
が
門
口
な
ど
に
立
て
る
忌
中
札
の
類
で
あ
ろ
う
。
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ス
が
多
い
。
み
ず
か
ら
決
め
た
ル
ー
ル
に
従
い
、
祭
り
の
当

番
を
輪
番
で
負
担
す
る
わ
け
だ
。
こ
れ
に
比
べ
て
頭
役
祭
祀

は
、
神
仏
の
力
を
背
景
に
も
つ
寺
社
の
側
が
、
そ
の
専
権
と

し
て
頭
人
を
差
定
す
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

　
現
在
で
は
そ
の
面
影
を
失
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
か
つ
て

頭
役
祭
祀
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
録
に
留
め
て
い
る
著
名
な
祭

り
が
い
く
つ
か
あ
る
。
表
１
に
掲
げ
た
も
の
で
い
え
ば
、
華

麗
な
山
鉾
の
巡
行
で
著
名
な
京
都
の
祇
園
祭
が
そ
う
だ
。
そ

れ
は
町
衆
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
秘
め
た
山
鉾
の
都
市
祭
礼
と
し

て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
じ
つ
は
古
く
十
二
～
十
三
世
紀

写真２　大御供式を終えた馬頭人

の
祇
園
御
霊
会
で
は
、
馬
上
役
を
差
定
さ
れ
た
有
徳
者
た
ち

が
そ
の
役
を
華
麗
に
勤
め
上
げ
て
い
た
と
い
う
。

　
差
定
と
い
う
仕
組
み
は
な
ぜ
衰
退
し
た
の
か
。
端
的
に
い

え
ば
、
頭
人
の
経
済
的
負
担
の
大
き
さ
が
壁
に
な
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
た
と
え
ば
最
近
研
究
が
進
ん
だ
奈
良
県
最
大
の
祭

り
、
春
日
大
社
の
春
日
若
宮
お
ん
祭
で
は
、
頭
人
が
そ
の
負

担
に
耐
え
か
ね
、
近
世
に
は
領
主
が
経
費
を
全
面
的
に
負
担

す
る
に
至
り
、
差
定
が
形
骸
化
し
て
い
く
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
（
幡
鎌
一
弘
『
寺
社
史
料
と
近
世
社
会
』
法
藏
館
、

二
〇
一
四
年
、
二
二
一
～
二
二
五
ペ
ー
ジ
』）。

　
こ
う
し
て
み
る
と
、「
世
俗
の
諺
」
は
、
期
せ
ず
し
て
頭

役
祭
祀
と
い
う
シ
ス
テ
ム
の
核
心
を
言
い
当
て
て
い
た
こ
と

に
気
づ
か
さ
れ
る
。
い
っ
て
み
れ
ば
、
そ
れ
は
全
国
の
名
だ

た
る
祭
り
が
共
通
に
抱
え
込
ん
だ
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
し
て

多
く
の
神
社
が
こ
の
仕
組
み
を
放
棄
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た

の
に
対
し
、ほ
か
な
ら
ず
多
賀
大
社
で
は
馬
頭
人
の
「
差
定
」

は
強
靭
な
生
命
力
を
も
ち
、
今
日
に
い
た
る
長
い
歴
史
を

誇
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
全
国
的
に
も
め
ず
ら
し
い
、
長
い
伝
統
を
ほ
こ
る
多
賀
の

馬
頭
人
祭
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
中
世
、
近
世
、
そ
し
て
近

代
か
ら
現
代
と
い
う
長
い
過
程
を
歩
ん
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
連
載
で
は
、
馬
頭
人
祭
を
支
え
て
き
た
神
社
と
地
域
社

会
に
残
さ
れ
た
豊
富
な
資
料
を
も
と
に
、
容
易
な
ら
ざ
る
時

代
と
社
会
の
な
か
で
も
祭
り
を
維
持
し
つ
づ
け
て
き
た
巧
み

な
仕
組
み
、
そ
し
て
祭
り
を
支
え
る
多
彩
な
人
び
と
の
存
在

を
解
き
明
か
し
て
み
た
い
。

人
」（
写
真
２
）
の
役
割
が

絶
大
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
ま

も
昔
も
変
わ
ら
な
い
。『
宇

曽
能
安
利
多
計
』
に
「
冬
年

よ
り
」
と
あ
る
の
も
、
正
月

早
々
に
行
わ
れ
る
こ
の
馬
頭

人
の
差
定
式
の
シ
ー
ズ
ン
を

指
し
て
い
る
。
四
月
の
華
や

か
な
祭
り
ま
で
は
ま
だ
か
な

り
間
が
あ
る
が
、
年
頭
の
差
定
式
そ
れ
自
体
が
社
会
的
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
の
側
面
を
も
ち
、
早
く
か
ら
世
間
の
耳
目
を
引

い
て
い
た
こ
と
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。

三
、「
さ
す
」
祭
り
の
ゆ
く
え

　
こ
れ
ま
で
に
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
頭
役
祭
祀
の
研
究
を

紐
解
く
と
、
日
本
の
歴
史
の
な
か
で
、
中
世
前
期
（
十
二
世

紀
～
十
三
世
紀
半
ば
）
と
よ
ば
れ
る
古
い
時
代
に
は
、
全
国

の
有
力
寺
社
で
こ
の
頭
役
祭
祀
が
広
く
お
こ
な
わ
れ
て
い
た

（
表
１
）。
と
こ
ろ
が
管
見
の
か
ぎ
り
、
差
定
と
い
う
伝
統
的

な
語
彙
を
い
ま
な
お
年
間
行
事
表
に
と
ど
め
て
い
る
神
社
は

き
わ
め
て
め
ず
ら
し
い
。
そ
れ
は
古
い
頭
役
祭
祀
の
仕
組
み

が
、
の
ち
の
日
本
の
社
会
で
急
速
に
衰
退
し
て
し
ま
っ
た
か

ら
で
あ
る
。

　
一
般
に
中
世
も
後
期
（
十
三
世
紀
後
半
～
十
五
世
紀
）
に

な
れ
ば
、
滋
賀
県
の
各
地
で
は
惣
村
と
よ
ば
れ
る
自
治
的
な

村
が
発
達
す
る
。
八
人
衆
や
十
人
衆
な
ど
と
い
い
、
年
齢
が

上
位
の
人
か
ら
行
事
の
当
番
を
勤
め
る
仕
組
み
を
も
つ
ケ
ー

表１　中世日本の主な頭役祭祀

地域 神　社 祭礼・頭役名 年　代

京都
八坂神社 祇園御霊会の馬上役の差定 保元２年（1157）～
伏見稲荷大社 稲荷祭の馬上役の差定 安貞３年（1229）～
石清水八幡宮 安居頭役の差定 元久元年（1204）～

近江
日吉大社 小五月会の馬上役の差定 保延４年（1138）～
竹生島宝厳寺 蓮華会頭役の差定 正安元年（1299）～
多賀大社 古例大祭の馬頭人の差定 文永６年（1269）～

大和 春日大社 おん祭の流鏑馬・田楽頭役の差定 保延２年（1136）～

東国
香取神宮 「三祭当」の差定 応永７年（1400）～
鹿島神宮 七月祭の大祭使役の差定 長寛年間（1163-64）～

注）�豊田武『宗教制度史（豊田武著作集第５巻）』（吉川弘文館、1982年）を参考とし、
とくに祇園・日吉・稲荷については瀬田勝哉「中世祇園会の一考察─馬上役制をめぐっ
て」（『日本史研究』200、1979年）、43～45ページ、春日大社おん祭については幡
鎌一弘『寺社史料と近世社会』（法藏館、2014年）、187・225ページによった。
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浜
市

改
田 

一
夫

節
分
会 

南
郷
里
柏
寿
会

藤
居 

大
暉

清
水 

次
郎

大
塚 

誠
次
郎

寺
村 

正
和

東
近
江
市

古
田 

重
樹

小
池
会

山
本 

昇

小
林 

浩
也

𦚰 

正
己

川
合 

勝
治

河
原
﨑 

智
久

平
岩 

勝

神
谷 

髙
雄

不
破 

郁
郎

尾
見 

昌
宏

柴
田 

和
廣

深
谷 

実
敬

㈲
ヤ
ツ
ル
ギ
自
動
車

田
村 

公
平

小
澤 

素
生

井
本 

尚
樹

髙
見 

勝
俊

前
橋 

保
彦

永
一
産
商
㈱

市
原 

久
子

三
浦 

周
二
朗

坂
野 
絢
子

外
狩 
ゆ
か
り

伊
東 
忠
彦

杉
﨑 

文
彦

石
川
県

秋
山 

典
子

大
阪
府

㈱
コ
ー
ニ
ッ
シ
ュ

㈱
コ
ー
ニ
ッ
シ
ュ
ク
レ
ス
コ

㈱
大
阪
農
林
会
館

㈱
ラ
イ
ン
ビ
ル
ド

三
協
興
産
㈱

多
賀 

久
恭

毘
沙
門
院 

剛
史

ハ
ク
キ
ン
カ
イ
ロ
㈱

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱

ダ
イ
ワ
工
業
㈱

曽
根
﨑 

義
基

江
島 

史
朗

岡
山
県

山
本 

正
衛

神
奈
川
県

桒
原 

榮
一

犬
上 

亙
佑

岐
阜
県

駒
井 

均

小
寺 

智
恵

小
寺 

弘
司

箕
浦 

顯

桐
山 

勝
司

近
藤 

敏
春

㈱
陣
屋
工
業

細
江 

重
治

加
納 

稔
敬

田
中
社
寺
㈱

末
松 

兄
史

本
年
も
、
多
く
の
皆
様
か
ら
ご
献
灯
を
頂
き
、
盛
大
に
万
灯
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

紙
面
の
都
合
上
、
一
万
円
以
上
の
ご
献
灯
者
を
左
記
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

但
し
、
戒
名
は
申
込
者
名
で
、
連
名
は
代
表
者
名
で
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。�

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

万
灯
祭
ご
献
灯

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

コ
ン
テ
ン
ツ
タ
イ
ト
ル

8

ご
献
灯
名
簿



西
川 
宏

若
林 

次
郎

堀
口 

敏
明

上
田 

善
治

塚
本
医
院

松
本 

と
よ
美

田
中 

伸
明

gérbera 

ジ
ェ
ル
ベ
ラ

㈲
藤
塚
時
計
店

文
村 

俊
治

平
井 

治

㈲
田
中
印
刷
所

沼
波 

素
子

岡
野 

嘉
彦

大
谷 

浩
司

ラ･

パ
テ
ィ
ス
リ
ー
ジ
ュ
ジ
ュ

田
井
中 

順
次

木
村 

康
夫

赤
堀 

敏
行

端 

重
之

松
本 

隆

ク
リ
ー
ン
ア
シ
ス
ト

大
和
証
券
㈱ 

彦
根
支
店

㈱
フ
レ
ー
バ
ー

節
分
会 

旧
河
瀬
支
部

日
野
町

荒
川 

和
夫

星
田 

章
夫

樫
野 

賢
一

樫
野 

ま
さ

道
玄 

勝
一

福
澤 

善
三
郎

奥
野 

幸
治

イ
ヴ
カ
ン
パ
ニ
ー

道
津 

豊
𠮷

米
原
市

堀
田 

嘉
広

笹
木 

孝
子

㈲
景
樹
園

岩
﨑 

卓
巳

大
橋 

進

北
川 

行
雄

井
戸 

知
恵
美

㈱
旭
ハ
ウ
ジ
ン
グ

西
川 

宏
臣

㈱
久
保
工
業

伊
夫
伎 

元
一

吉
田 

喜
與
一

守
山
市

山
田 

真
一

杉
江 

周
作

森 

克
良

ヨ
シ
ダ
印
刷
㈱

㈱
コ
ム
イ
ン

㈱
豊
食
品
店

西
尾 

正
彦

西
尾 

和
子

井
上 

克
昌

大
阪
誠
照
会

奥 

一
夫

中
田 

稔
子

江
島 

毅

江
島 

慧

木
村 

吉
伸

島
田 

茂
子

阪
本 

翔
利

阪
本 

茜
利

籏
埜 

裕
久

乘
本 

達
子

嶋
川 

正
夫

折
戸 

ミ
サ
子

中
川 

廣
子

山
本 

香
朶

㈲
ア
ー
ス
ビ
ル
ド

南 

和
子

松
下 

忠
彦

岡
山
県

寺
山 

泰
生

白
神 

隆
義

沖
縄
県

山
本 

多
万
江

香
川
県

須
崎 

義
雄

神
奈
川
県

新
谷 

庄
司

壺
井 

多
賀
子

桒
原 

圭

上
野 

唯

石
川 
英
子

福
島 
誠

正
津 

和
好

多
賀 

道
子

桒
原 

千
恵
美

磯
野 

鎭
雄

岐
阜
県

山
北 

仁
一

岡
田 

弘

岡
田 

芳
弘

岡
崎 

弘
則

村
田 

奎
吾

坂
井
田 

雅
嗣

坂
井
田 

み
ち
子

細
野 

毅

吉
川 

久
夫

加
藤 

肇

善
東
寺

善
東
幼
稚
園

長
谷 

幸
惠

服
部 

式
男

伴 

繁
夫

三
輪 

恭
正

山
本 

貞
子

服
部 

与
志
雄

小
出 

紀
子

間
瀬 

俊
行

深
谷 

審
一

浅
井 

正
巳

森 

準
一

伊
藤 

美
喜
雄

川
㟢 

昌
紀

伊
藤 

輝
男

伊
藤 

義
清

伊
藤 

一
三

古
田 

孝
之

熊
谷 

百
合
子

長
谷 

美
都
子

大
竹 

康
俊

牧
野 

年
宏

堀
尾 

彪

石
川
県

沢
柳 

健
二

加
藤 

晴
子

山
下 
香
奈

若
林 
茂

奥 

豊
子

奥 

初
奥 

キ
ミ

大
谷 

千
代
子

坪
内 

ゆ
か

奥 

義
正

中
川 

信
幸

岩
手
県

本
山 

信
一

愛
媛
県

㈱
聖
高

大
阪
府

西
本 

和
史

藤
田 

康
宏

井
上 

登
志
子

多
賀 

義
高

宮
原 

美
仁

宮
原 

絵
里
香

吉
田 

成
男

三
辻 

亮

中
嶋 

博
子

野
洲
市

久
野
部
え
ん
し
ち
駐
車
場

藤
井 

利
幸

藤
井 

礼
子

深
田 

義
廣

北
村 

博
子

小
川
珈
琲
㈱

栗
東
市

田
中 
康
人

山
縣 

美
咲

竜
王
町

川
嶋 

健
市

愛
知
県

神
保 

義
之

石
原 

義
隆

伊
藤 

喜
紀

中
野 

秀
明

杁
江 

豊

林 

宏
光

服
部 

鉄
男

加
藤 

康
成

佐
藤 

博
一

伊
藤 

和
夫

鈴
木 

良
弘

石
田 

英
明

人
形
処 

柴
田

㈱
𠮷
田
工
務
店

太
田 

英
茂

山
田 

博
基

加
藤 

輝
和

木
下 

節
男

近
藤 

泰
憲

五
十
嵐 

禎
裕

神
谷 

光
枝

藤
田 

佳
孝

南
谷 

公
貫

川
口 

ゆ
み
子

山
田 

民
子

田
中 

末
子

上
野 

眞
一

竹
市 

𣳾
子

熊
澤 

龍
彦

馬
場 

敏
景

馬
場 

裕

馬
場 

真

川
合 

洋
子

國
立 

治
己

國
立 

蔦
子

水
野 

益
雄

二
ノ
宮 

淳
次

吉
田 

秋
光

玉
田 

光
利

橋
本 

幸
夫

伊
藤 

貞
男

小
林 

幸
子

細
野 

利
男

香
田 

龍
太
朗

内
田 

柳
次

牛
嶋 

和
朗

西
野 

富
士
夫

川
添 

敏
弘

岡
部 

邦
栄

小
寺 

弥
生

堀
田 

利
彦

大
垣
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
工
業
㈱

髙
木 

喜
弘

國
嶋 

昇

伊
藤 

照
雄

辻 

伸
昌

㈱
辻
工
務
店

伸
建

河
口 

禮
子

桐
山 

稔

谷 

基
彦

加
藤 

万
智
男

樋
口 

孝
之

樋
口 

ゆ
み

傍
島 

浩
蔵

安
田 

芳
弘

佐
久
間 

勝
義

㈲
太
閤
建
設

吉
田 

光
利

髙
木 

保
則

岡
安 

敏
之

福
田 

百
合
子

芳
田 

一
美

桐
山 

光
明

川
地 

静
夫

岡
田 

幸
吉

上
村 

惠
宏

杉
本 

一
郎

杉
本 

奈
実
子

日
比
野 

守
男

津
田
建
巧
㈱

堀
井 

省
治

堀
井 

了
子

櫻
井 

鉞
三

大
前 
英
生

杉
山 
恒
夫

梅
村 
十
三
日

足
立 

宏

佐
伯 

砂
登
子

細
江 

重
治

森 

主
税

橋
本 

茂
紀

長
谷
川 

雅
俊

児
島 

喜
美
子

服
部 

嘉
江

岩
田 

光
正

野
口 

松
幸

川
合 

良
和

波
多
野 

弘
幸

杉
本 

圭
市

家
田 

宗
雄

浅
野 

治
男

浅
野 

博
和

牧
野 

た
き
子

杉
原 

正

平
松 

昭

鵜
飼 
由
子

平
野 
進

星
川 
文
三

山
内 

𨥆
昌

中
野 

修

石
黒 

義
孝

石
黒 

幸
志

梶
浦 

登

平
野 

正
治

水
谷 

昌
幸

木
村 

治
樹

伊
藤 

忠
和

小
川 

和
江

吉
田 

弘
一

吉
田 

昭
江

㈲
清
宝
自
動
車

石
川 

欣
志

加
古 

雅
雄

加
古 

誠
治

深
谷 

み
ち
子

鈴
村 

秀
実

内
海 

宜
久

熊
谷 

美
紅

大
久
保 

カ
ツ
ノ

加
藤 

憲
幸

成
瀬 

繁
一

小
川 

宏

㈱
サ
ン
ヴ
ォ
ー
レ

中
條 

巖

㈱
ニ
デ
ッ
ク

深
谷 

友
子

大
池 

進

大
倉 

正
敏

後
藤 

鎭
子

後
藤 

庄
樹

稲
山 

博
務

奥
村 

浩
光

山
中 

卯
津
樹

㈱
富
本
設
計

北
岡 

米
一

堀
田 

房
義

加
藤 

一
巳

赤
尾 

政
行

武
田 

久
雄

武
田 

春
江

堀
江 

桂

林 

眞
太
郎

服
部 

秀
男

神
戸 

照
雄

中
村 

良
夫

酒
井
田 

卦
市

鳥
本 

哲
夫

小
瀬
木 

好

篠
田 

は
る
ゑ

小
条 

尚
武

嶋
崎 

良
造

㈲
フ
セ
ヤ
塗
装

渡
辺 

チ
ヨ

南
谷 

恭
長

田
中 

正
道

田
中 

美
代
子

田
中 

裕
美

田
中 

稀
咲
羅

太
田 

弘
一

㈲
樋
口
石
油
店

山
田 

幸
男

岩
田 

耕
治

星
野 

榮
壱

小
谷 

冨
士
夫

田
中 

和
男

栗
田 

武
一

大
西 

信
夫

後
鳥 

慎
治

松
野 

守
正

白
木 

昭

㈱
森
ブ
ロ
ッ
ク

渡
辺 

房
江

若
山 

義
昭

景
山 

今
夫

篠
田 

仁
德

篠
田 

富
子

黒
谷 

信
枝

前
田 

勝
治

浅
野 

泰
弘

浅
野 

昌
宏

大
岩 

房
子

目
加
田 

智
美

川
瀬 

昇

川
瀬 

賢
也

川
瀬 

稜

田
中 

太
一

溝
口 

隆
弘

中
島 

一
紀

後
藤 

金
成

後
藤 

輝
成

浜
口 

泰
祐

石
黒 

満
昭

㈱
マ
ル
キ
化
成
工
業
所

磯
村 

忠
雄

北
川 

幸
太
郎

深
川 

清
司

深
川 

八
重
子

石
田 

俊
光

服
部 

宗
彦

鈴
木 

康
広

城 

嘉
孝

松
村 

宏
造

鍋
島 

充
志

相
羽 

康
雄

小
島 

冨
代

小
島 

清
成

柴
田 

厚
子

中
西 

み
ち

近
藤 

章
博

後
藤 
竜
二

長
谷
川 
浩
夫

宇
野 

里
津
子

一
木 

京
子

青
木 

富
夫

鈴
木 

錡

木
戸 

光
男

寺
部 

明
子

小
林 

和
代

石
原 

進

中
島 

暉
夫

中
島 

静
枝

㈲
青
山
鉄
工
所

相
原 

と
よ
子

㈱
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

伊
藤 

待
雄

榊
原 

満

不
破 

政
子

髙
見 

茂
宏

日
下
部 

義
一

葊
井 

壽

岸
川 

豊

近
藤 

小
有
里

安
藤 

種
雄

志
津
野 

豊
美

後
藤 

英
治

後
藤 

タ
ズ
子

天
声
お
ま
か
せ
道
場

大
森 

滋

吉
川 

兼
人

大
橋 

一
世

田
口 

信
二

菱
田 

一
二

原 

勝
子

清
水 

道
夫

京
都
府

山
口 

勝
己

㈱
片
岡
商
店

山
本 

秀
次

村
木 

重
文

冬
広 

伊
三
雄

大
岡 

義
和

森 

栄
次
郎

垣
見 

和
敏

村
城 

信
隆

福
田 

孝
生

田
中 

政
行

群
馬
県

古
澤 

晴
子

古
澤 

英
彦

㈱
グ
ッ
ド
ワ
ン

埼
玉
県

小
林 

満

中
嶋 

亨

出
野 

悦

東
宮 

實

佐
賀
県

川
原 

信
幸

静
岡
県

後
藤 

数
馬

榛
葉 

保

石
山 

博
昭

原
田 

堅
一

安
間 

紀
雄

小
野 

惠
美
子

島
澤 

仁

平
井 

誠
一

齊
藤 

稔
子

島
根
県

因
原
神
楽
団

千
葉
県

岡
部 

広
光

東
京
都

萩
原 

良
幸

加
藤 

幸
光

柴
田 

好
子

堀
江 

清
道

北
村 

譲
二

船
戸 

乙
二

福
井 

浩
一

小
橋 

了
子

三
次 

貴
浩

荒
澤 

志
津
子

大
橋 

玉
枝

伊
佐
次 

啓
二

中
村 

秀
一

小
野 

美
惠
子

小
野 

圭
子

柳
澤 

里
子

佐
々
木 

紬

永
曽 

重
光

永
曽 

仙
夫

永
井 

里
佳

富
山
県

飛
騨 

雅
子

長
野
県

矢
嶋 

正
康

池
田 

美
里

青
柳 

智
之

田
畑 

辰
治

轟 

健
治

小
日
向 

義
夫

奈
良
県

後 

明
果

井
上 

勘
解
由

枡
本 

貴
道

森
北 

正
治

柚
木 

花
恵

大
木 

茂
範

仁
保 

美
子

新
潟
県

福
嶋 

伸
也

田
村 

忠
義

石
坂 

若
葉

兵
庫
県

服
部 

慶
子

住
友 

修

小
田 

芳
裕

金
廣 

康
夫

金
廣 

富
子

清
水 

巖

㈱
エ
ビ
ス
シ
マ
ダ

島
田 

康
治

米
谷 

登

田
中 

潤
平

広
島
県

中
津 

桃
子

井
上 

ヒ
ロ
コ

福
井
県

腹
巻 

清
子

中
川 

紀
雄

竹
村 

晃
市
郎

髙
橋 

麗
子

福
岡
県

河
野 

隆

田
尻 

啓
介

酒
井 

善
浩

宮
﨑 

チ
ヅ
ヨ

山
口 

福
七

山
口 

ひ
ろ
み

三
重
県

安
井 

清
重

伊
勢
国
産
合
資
会
社

若
松 

芳
弘

加
藤 

達
也

花
井 

勇
夫

太
田 

俊
美

伊
藤 

勝
治

後
藤 

隆
之

島
子 

規
子

木
村 

八
重
子

冨
田 

昌
孝

山
口 

傑

宇
陀 

清
隆

梅
田 

修
造

葛
巻 

錠
治

葛
巻 

洋
子

岡
野 

理

森
田 

淳
子

㈱
神
路
社

西
田 

咲
子

宮
城
県

木
田 

真
美

和
歌
山
県

小
鯖 

恵

小
野 

登
紀
子

小
野 

正
人
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来
年
の
干
支
、庚
子
（
か
の
え
ね
）
の
庚
は
、植
物
の
成
長
が
止
ま
っ

て
新
た
な
形
に
変
化
し
よ
う
と
す
る
状
態
。
子
は
、
増
え
る
と
い
う

意
味
合
い
が
あ
り
、
併
せ
る
と
草
木
の
生
命
を
始
め
と
し
た
新
た
な

命
が
誕
生
す
る
年
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
動
物
の
ね
ず
み
は
「
子
宝
・
働
き
者
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
も

あ
り
ま
す
。

来
年
は
、
何
事
に
対
し
て
も
労
を
惜
し
ま
ず
尽
く
す
こ
と
に
よ
り
、

新
し
い
物
事
が
誕
生
す
る
良
い
年
と
な
り
ま
す
事
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

えと鈴……………… ￥800
えと張子…………… ￥800
首振りえと張子…… ￥1,000
紅
べに

鏑
かぶら

矢
や

……………… ￥2,000
烏
からす

鏑
かぶら

矢
や

……………… ￥2,000
守護矢……………… ￥1,000

福ます……………… ￥3,000
熊手（特大）………… ￥10,000
熊手（大）…………… ￥5,000
熊手（中）…………… ￥3,000
熊手（小）…………… ￥1,000

守護矢

初
詣
は
お
多
賀
さ
ん
へ

えと張子

～�

還
暦
を
祝
い�

　

第
二
の
人
生
の
ス
タ
ー
ト
を�

　
　
　
　
　
　

お
多
賀
さ
ん
で
～

該
当
…	

…	

昭
和
三
十
五
年
一
月
一
日
～	

	

昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
方	

	

（
同
学
年
・
ご
夫
婦
可
）

お
多
賀
さ
ん
で
は
節
分
祭
の
奉
仕
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
詳
し
く
は
担
当
祭
儀
部
ま
で
　
　
　

〇
七
四
九
（
四
八
）
一
一
〇
一

節
分
祭
奉
仕
者
募
集  

令
和
二
年
二
月
三
日 

えと鈴

えと一刀彫

烏鏑矢

紅鏑矢
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人
事

採　

用

【
出

　

仕
】�

太
田
　
　
顕

（
平
成
三
十
一
年
三 

月
二
十
日
付
）

【
舞
女
兼
事
務
員
】�

今
西
　
七
海

（
平
成
三
十
一
年
三 

月
十
五
日
付
）

【
事

務

員
】�
山
本
　
紀
美

（
令
和
元
年 
八 

月 

一 

日
付
）

就　

任

【
宮

　

司
】�

岡
　
秀
和�

（
令
和
元
年 

七 

月
十
五
日
付
）

昇　

進

【
二

　

級
】�

西
䑓
　
卓
哉�

（
令
和
元
年 

八 

月 

一 

日
付
）

退　

職

【
事

務

員
】�

富
田
　
邦
子�

（
令
和
元
年 

六 

月
十
五
日
付
）

令
和
と
い
う
新
し
い
御
代
と
共
に
当
社
も
新
し
い
宮
司
と
な
り
新
体
制
を
迎
え
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

古
い
言
葉
に
「
先
ず
神
事
　
後
に
他
事
」
と
あ
り
ま
す
。

い
つ
の
時
代
も
我
々
は
祭
祀
の
厳
修
を
第
一
と
す
る
も
、
次
に
は
参
拝
者
が
如
何
に
気
持
ち
良
く
お
参

り
出
来
る
か
を
目
指
し
今
後
と
も
努
力
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

訃
　
報

多
賀
大
社
名
誉
宮
司 

故
木
村
光
伸 

儀

　

木
村
名
誉
宮
司
は
、
去
る
七
月
二
十
八
日
、
病
に
よ
り
急
逝

致
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
生
前
の
ご
厚
誼
に
御
礼
申
し
上
げ
謹
ん
で
ご
報
告
申

し
上
げ
ま
す
。

　

木
村
名
誉
宮
司
は
昭
和
十
九
年
、
多
賀
の
地
で
生
を
受
け
幼

少
期
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

極
め
て
学
識
に
優
れ
國
學
院
大
學
卒
業
後
、
神
職
資
格
を
取

得
し
、
大
阪
の
生
國
魂
神
社
続
い
て
新
潟
の
彌
彦
神
社
に
奉
職
。

昭
和
五
十
五
年
に
は
、
生
ま
れ
故
郷
で
あ
る
多
賀
へ
赴
任
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

爾
来
、
神
明
奉
仕
に
精
勤
さ
れ
平
成
二
十
三
年
、
第
十
六
代

多
賀
大
社
宮
司
に
就
任
。

　

祭
祀
、
厳
修
。
事
務
、
明
快
。
応
接
、
丁
寧
。
を
モ
ッ
ト
ー

に
神
社
の
護
持
運
営
と
職
員
の
指
導
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

読
書
を
好
み
古
事
に
も
精
通
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
神
社

の
書
物
の
編
纂
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
七
年
、
ご
勇
退
さ
れ
名
誉
宮
司
の
称
号
を
受
け
ま

し
た
。

　

勇
退
後
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
日
課
と
し
、
道
中
境
内
で
お
目

に
か
か
る
と
明
る
く
ご
挨
拶
を
頂
け
た
の
が
昨
日
の
よ
う
に
思

い
出
さ
れ
ま
す
。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

尚
、
ご
当
家
の
ご
意
向
に
よ
り
葬
儀
は
近
親
者
の
み
の
密
葬

で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

記

後

集

編

参集殿からのお知らせ

●日　時

令和元年12月８日（日）
午前10時～午後５時

●日　時

令和元年12月８日（日）
午前10時～午後５時

●イベント内容
模擬挙式・試食会&模擬披露宴
ケーキ試食・衣裳展示&試着・
会場コーディネイト・ウェディング相談会

●イベント内容
模擬挙式・試食会&模擬披露宴
ケーキ試食・衣裳展示&試着・
会場コーディネイト・ウェディング相談会

詳しくは参集殿HPをご覧ください
皆様のご来場をお待ち申し上げております
詳しくは参集殿HPをご覧ください

皆様のご来場をお待ち申し上げております

要予約要予約

ウェディング見学会　開催ウェディング見学会　開催

0749-48-11030749-48-1103
♯多賀大社参集殿

参集殿直通

参集殿HP 多賀大社参集殿多賀大社参集殿

お申込み・お問合せはお申込み・お問合せは

多賀大社参集殿まで多賀大社参集殿まで

神
前
挙
式
・
披
露
宴
の
ご
案
内

神
前
挙
式
・
披
露
宴
の
ご
案
内

夫
婦
の
神
様
に
永
遠
の
愛
を
誓
う

お
多
賀
さ
ん
で
の
挙
式

緑
あ
ふ
れ
る
神
聖
な
多
賀
の
杜
は
、

四
季
折
々
の
風
情
が

お
二
人
を
や
さ
し
く
包
み
ま
す
。

ま
た
、
参
集
殿
で
は
ご
列
席
の
皆
様
と

特
別
な
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
頂
け
る
よ
う
、

披
露
宴
会
場
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

夫
婦
の
神
様
に
永
遠
の
愛
を
誓
う

お
多
賀
さ
ん
で
の
挙
式

緑
あ
ふ
れ
る
神
聖
な
多
賀
の
杜
は
、

四
季
折
々
の
風
情
が

お
二
人
を
や
さ
し
く
包
み
ま
す
。

ま
た
、
参
集
殿
で
は
ご
列
席
の
皆
様
と

特
別
な
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
頂
け
る
よ
う
、

披
露
宴
会
場
を
設
け
て
お
り
ま
す
。
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天
皇
陛
下
と

天
皇
陛
下
と

大
嘗
祭

大
嘗
祭

令和元年11月14日（木）令和元年11月14日（木）
午後１時～午後１時～
午後１時30分～午後１時30分～

多賀大社 参集殿多賀大社 参集殿
聴講無料・予約不要

1958年、彦根市生まれ。東京大学法学部を卒業後、㈶松下政経塾に入塾。松下幸之助翁指導のもと、一貫して人間
教育を研究。1991年、株式会社ルネッサンス・ユニバーシティを設立。多くの企業で「陽転思考」を中心とした講
演と人材教育実践活動を行い好評を博す。NPO法人「日本政策フロンティア」を設立し理事長を務める傍ら、認定
NPO法人「富士山世界遺産国民会議」運営委員長も兼任。2019年２月、一般社団法人ジャパン・スピリット協会を発足、
日本人の心を伝える活動を全国で開始する。

㈱ルネッサンス・ユニバーシティ　代表取締役 NPO法人　日本政策フロンティア　理事長
認定　NPO法人　富士山世界遺産国民会議　運営委員長 アクティブ・ブレイン協会　会長
一般社団法人　未来音楽企画　代表理事 一般社団法人　ジャパン・スピリット協会　代表理事

『陽転思考』（日本コンサルタントグループ）　『松下幸之助翁　82の教え』（小学館）
『脳のしつけ』（サンマーク出版）　『新・陽転思考』（日本コンサルタントグループ）
『なぜ富士山は世界遺産になったのか』（PHP研究所）他著書多数

㈱ルネッサンス・ユニバーシティ　代表取締役　小田　全宏
お だ ぜん こう

㈱ルネッサンス・ユニバーシティ　代表取締役　小田　全宏
お だ ぜん こう

日時

場所

講師

天皇陛下御即位
大嘗祭
奉祝行事

奉 祝
記
念
講
演
会

プロフィール

式　典

講演会

主な著書

先生

〒522-0341 滋賀県犬上郡多賀町多賀604　tel.0749-48-1101  fax.0749-48-1105
HP http://www.tagataisya.or.jp  E-mail info@tagataisya.or.jp 神仏霊場近江國一番


